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第５回 大阪府社会人バスケットボール選手権大会 注意事項 
2022年度版 

はじめに 
※チーム・プレーヤー共に、スポーツマンシップに則ったゲームを心掛けてください。暴力行為および暴言（審判・相手選手

に）等があった場合、コート主任・審判の判断により試合を無効・没収とし、後日連盟より処分いたします。 
※体育館職員、連盟役員の指示に従わない場合や、ごみの持ち帰り等出来ないチームも処分の対象になります。 
※連盟の定める規約が遵守できない、社会人としてのマナー（ごみ、喫煙など）が悪い等のモラルを欠くチームは、即刻登

録を抹消します。その場合、大会参加料、登録料は返金いたしません。 
※更衣室以外のベンチ、フロア、観客席、体育館ロビーやエントランス等で裸になって更衣をする事は絶対に禁止しま

す。もしそのような事態が発覚した場合、即時に当該選手の年度中の試合出場停止処分および所属チームの当該
試合を没収扱いとします。また、その場合でも、大会参加料、登録料は返金いたしません。 

  
1．競技規則 

〈オープンカテゴリー〉 
・ 前期は、選手権予選リーグ戦とし、その結果により選手権一次予選、本戦トーナメントを実施します。後期は、次年

度の部別順位決定リーグ戦とします。 
・ 選手権一次予選、本戦トーナメント（順位決定戦含む）および後期の順位決定戦は正規計測（10-2-10-

10-10-2-10）で行います。延⾧は、2 分間のインターバル後、5 分間行います。審判は、連盟派遣審判員に
て行います。 

・ 上記以外の試合時間はローカルルールで行います。フリースロー、タイムアウト、第４クォーターの残り 2 分間のみ正
規の計測とします（10-1-10-5-10-1-10）。延⾧は１分間のインターバル後、3分間行います。残りの 2 分間の
み正規の計測とします。 

・ 男子１部・２部、女子１部・２部の選手権予選リーグ戦は連盟派遣審判員で行います。それ以外は基本的には帯
同審判制で行いますが、一部指定試合は、連盟派遣審判員で行う場合があります。 

〈OA40、OA50 カテゴリー〉 
・ OA40、OA50 の近畿ブロック予選につながるトーナメントおよびリーグ戦は正規計測（OA40 10-2-10-

10-10-2-10、OA50 8-2-8-10-8-2-8）で行います。審判は、連盟派遣審判員にて行います。 
・ 上記以外の試合時間はローカルルール（オープンカテゴリーと同様）で行います。なお、OA50 カテゴリーとの試合の

場合は、各クォーターを 8 分で行います（延⾧はオープンカテゴリーと同じ）。 
〈フレンドリーカテゴリー〉 

・ 日本社会人フレンドリーシップにつながるトーナメントおよびリーグ戦は正規計測（8-2-8-8-8-2-8）で行い
ます。審判は、連盟派遣審判員にて行います。 

・ 上記以外の試合時間はローカルルール（各クォーター8 分）で行います。フリースロー、タイムアウト、第４クォーター
の残り 2 分間のみ正規の計測とします(8-1-8-5-8-1-8)。延⾧は 1分間のインターバル後、３分間行います。残
りの 2 分間のみ正規の計測とします。 

・ 大阪で開催する OAF50・60 近畿交流戦は、正規計測で行います。審判は、連盟派遣審判員にて行います。 
上記以外は、2022 バスケットボール競技規則を適用します。 

 
2. 試合開始時刻 

・ 各コートにより開始時刻が異なりますので十分注意してください。 
・ 原則として組み合わせ表の通りに開始します。ただし、前試合が定刻に終了しない場合は、前試合終了の 10分後に

開始します。 
 
3．エントリー・メンバー表 

・ JBA 登録は、本年度当連盟へ 2022 年3月31日までに登録を完了したチーム、選手に限ります。ただし、2022
年3月31日までに登録完了したチームに限り、2022 年5 月末日までの選手の追加（新規登録に限る）を認
めます。（移籍は認めない） 
※ 2022年6 月以降は、近畿ブロック予選、全国大会への出場権がなくなったチームのみ、移籍と新規 
登録による選手の追加を認めます（移籍は年度内1 回のみとし、必ず「移籍申請書」を提出すること）。 
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・ ゲームエントリーは選手16 名以内、コーチ、アシスタントコーチを含むスタッフは 6 名以内とします。 
・ 本年度の競技者登録証とチームメンバー一覧表を不携帯の場合には、当日試合への出場を認めません。 
・ 競技者登録証とチームメンバー一覧表は、TeamJBA からプリントアウトして提出してください。 
・ 競技者登録証は、写真を貼付したもののみ認めます。 
・ メンバー表は、連盟指定の用紙を使用してください（当連盟ホームページからダウンロードし、ファウルの欄までご準

備ください）。 
・ 競技者登録証やメンバー表などの提出物は、前試合のハーフタイム（ゲームが１試合目のチームは試合開始30

分前）までに大会本部に提出してください。また、競技者登録証は確認後返却しますので、必ず持ち帰ってくださ
い。 
 

4．ユニフォーム・ベンチ 
・ ユニフォームは、組み合わせ表の上段のチームが淡色（白色）を着用とします。 
・ ユニフォームは 2022 バスケットボール競技規則“第3 章4-3:ユニフォーム”の規定を遵守する事。 
・ 大阪でのローカルルールとして、ユニホームシャツの下にコンプレッションシャツの着用を認めます（T シャツ不可）。 

その場合、着用する、しないプレイヤーがいても構いません。また、着用する場合、他の身に付けるものと同様にチーム
で色を合わせてください（マスクのみ色を合わせていなくても可とします）。 

・ ベンチは、組み合わせ表の上段のチームがオフィシャル席に向かって右側とします。 
 

5．審判・オフィシャル・コート主任 
・ 審判に関して、基本的には帯同審判制で行いますが、一部指定試合は、連盟派遣審判員で行う場合があります。 
・ 帯同審判員は連盟への登録制とし、JBA公認E 級以上かつ連盟主催の帯同審判講習会受講者でチームに登録

された審判員が行ってください。 
・ 当連盟発行の帯同審判登録証と JBA 公認審判登録証は、競技者登録証と同様に大会本部に提出してください。

また、登録証は確認後返却しますので、必ず持ち帰ってください。 
・ 帯同審判員は必ず JBA 公認審判員のワッペン・レフリーカッター・黒のスラックス・黒のシューズを着用し、笛は必ず持

参してください。JBA 認定の公認審判員セカンドユニフォームの着用も可とします。その場合は必ずセカンドユニフォ
ームの上下セット、黒のソックス、黒のシューズを着用して審判を行ってください。 

・ 笛には必ずホイッスルカバーを着用してください（あわせて、レフリーマスクも着用することがのぞましい）。 
・ Ｅ級以上の審判資格に関しては、（公財）日本バスケットボール協会の審判登録制度に従って取得してください。 
・ 帯同審判・オフィシャル・コート主任の割り当ては、組み合わせ表に表示してある両チームで協力して行ってください。 
・ オフィシャルは、淡色チームが前半、濃色チームが後半です。 
・ 縦の試合数が奇数となるときは、帯同審判・オフィシャル・コート主任の割り当てが２試合前になるチームが必ずあり

ますので、注意してください。 
例）①⇔②、 ③⇔④、 ⑤⇔⑥、 ⑦⇔⑧ または（①⇒②⇒③）（⑤⇒⑥⇒⑦） 

・ 帯同審判・オフィシャル・コート主任を怠ったチームは没収扱いとします（スコアシートに氏名、チーム名が記入され
ていない場合も同様とみなします）。 

・ オフィシャルを行う際は必ずマスクを着用してください。 
 
6．コーチ 

・ 試合中、チームのベンチには、JBA 公認E 級コーチ以上のライセンスを持ち、チームに登録されたコーチが必要
です。 

・ JBA 公認コーチ登録証は、選手証と同様に大会本部に提出してください。また、登録証は確認後返却しますので、
必ず持ち帰ってください。 

・ 試合開始前のスタートチェックの際には、JBA公認コーチ登録証を持参し TO に提示してください。その時、必ずマス
クを着用してください。 

・ コーチは試合時間中、ベンチにおいて必ず首からコーチ証を下げてください。コーチ以外はタイムアウトの請求はできま
せん（コーチが試合に出ている場合には、アシスタントコーチが代行。コーチ、アシスタントコーチともに試合に出ている
場合にはベンチにいる者で代行する）。 
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7．棄権・没収 

・ やむを得ない理由により棄権する場合、必ず試合日より３日前の 23:59 までに連盟にメールにて連絡をしてく
ださい。 

・ 棄権したチーム、没収の原因となったチームの試合結果は 0-20 で敗戦とします。 
・ 試合時間にチームに登録されたコーチがいない場合、0-20 で敗戦とします。 
・ 試合開始定刻に 5 名以上の選手が揃っていない場合および大会注意事項を守らない場合は没収とします。 
・ 棄権・没収の場合、下記に記載のペナルティが課されます。 

【試合ができる場合】 
① 帯同審判、オフィシャル、コート主任のすべてを履行し、かつ割り当てられた時間で本来の相手と試合ができた 

場合・・・0 円（なし） 
試合するメンバーはチーム所属のメンバーに限らない。ただし、本年度の JBA 登録選手であること。 
また、棄権する試合であっても、メンバー全員がユニフォーム規則を遵守し試合を行うこと。 

② 帯同審判が履行できず、連盟から審判員を派遣した場合、連盟規定の審判料（交通費含む）を支払うこと。 
 

【試合ができない場合】 
① 帯同審判、オフィシャル、コート主任のすべてを履行した場合・・・10,000 円 
② 帯同審判、オフィシャル、コート主任のいずれかの対応ができなかった場合・・・15,000 円 
③ 連盟に棄権試合の事前連絡はあるが、チームおよびチーム関係者が誰一人来ない場合・・・20,000 円 

併せて、年度内の残り試合および次年度の登録を認めない場合もある｡ 
※試合日より３日前の期日を過ぎての棄権連絡の場合は、上記①～③のペナルティに 10,000 円加算する。 

 
④ 無断欠席・・・30,000円 

無断欠席はこれに加え、当該年度の残り試合は全試合没収扱いとし、かつ次年度のチーム継続登録は 
一切認めないものとする。 

  
【試合ができない場合】②③④のケースで本来チームが実施する帯同審判に関して、やむを得ず連盟から審判員 
を派遣した場合、連盟規定の審判料（交通費含む）を棄権・没収をしたチームより別途徴収する。 

・ 相手チームへのペナルティ料の支払方法に関しては、別途定めるものとする。 
 
8．順位の決定方法等 

〈リーグ戦（共通）の順位の決定方法〉 
・ 各ブロックの順位は、勝点の多い順とする。（勝者:2 点、 敗者:1 点、 棄権:-1 点） 
・ 2 チームが同点の時は、対戦の勝者を上位とする。 
・ 3 チーム以上が同点の時は、同点チーム間で行われた試合を対象に勝点の多い順とし、それでも同点の時は、同点

チーム間で行われた試合を対象に得失点差により決定する。 
・ それでも同点の場合は、2022 バスケットボール競技規則に従うこととする。 

 
〈各カテゴリーの試合について（2022 年度）〉 

カテゴリー 前期 後期 
オープン男子 1 部 リーグ終了後、順位決定戦を行う 

選手権本戦トーナメントへ ※1 
順位決定戦にて順位を決める 
選手権本戦トーナメント上位8 チー
ムは交流戦を行う 
 

2 部 リーグ終了後、順位決定戦を行う 
選手権1 次予選トーナメントへ ※1,2 

3 部 
 

3 部A リーグ各ブロック１～２位と、 
3 部B リーグ各ブロック 1 位までが、 
選手権1 次予選トーナメントへ ※1,2 

選手権1 次予選トーナメントに出場
できなかったチームは、 
チャレンジⅠリーグへ 

4 部 リーグ各ブロック１位は 
選手権1 次予選トーナメントへ ※1,2 

前期リーグのブロック２位以下は、 
チャレンジⅡリーグへ 
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オープン女子 1 部 
 

リーグ終了後、順位決定戦を行う 
選手権本戦トーナメントへ ※3 
ただし、2 部6 位以下は選手権1 次予選へ 

順位決定戦にて順位を決める 
選手権本戦トーナメント上位8 チー
ムは交流戦を行う 2 部 

3 部 リーグ終了後、ブロック１位までが選手権1 次予
選へ ※3 

前期リーグのブロック２位以下は 
女子チャレンジリーグへ ※4 

OA40 男子 リーグ戦を行い、上位チームに全日本社会人
（OA40、OA50）選手権大会近畿ブロック予
選の出場資格を与える 
3 位、4 位チームは OA50 と交流戦を行う 

OA40、OA50男子でリーグ戦を行う 

OA50 男子 全日本社会人（OA40、OA50）選手権大会
近畿ブロック予選の出場資格を与える 
OA40男子トーナメント 3 位、4 位チームと 
交流戦を行う 

OA40 女子 リーグ戦を行い、上位チームに対して全日本社会
人（OA40、OA50）選手権大会近畿ブロック
予選の出場資格を与える 

女子オープンのチャレンジリーグへ 

フレンドリー 
OAF40 女子 

リーグ戦を行い、上位チームに日本社会人フレン
ドリーシップの出場資格を与える 

OAF40 女子で後期リーグ戦を行う 

OAF50 男女 リーグ戦を行い、上位チームに日本社会人フレンドリーシップの出場資格を与える 
OAF60 男女 近畿ブロック委員会による推薦にて、日本社会人フレンドリーシップの出場資格を与える 

※1 男子オープンの選手権本戦トーナメントの結果、上位チームには選手権大会近畿ブロック予選の出場資格を与え
る。また、順位決定トーナメント、1 部決定戦の結果、次年度の 1部～2 部を決定する。 

※2 男子オープンの選手権1 次予選トーナメント敗退チームは、後期にトライアルリーグを行い、次年度の 2 部～3 部
決定する。 

※3 女子オープンの選手権本戦トーナメントの結果、上位チームには選手権大会近畿ブロック予選の出場資格を与え
る。また、順位決定トーナメント、1 部・２部決定戦の結果、次年度の1 部～3 部を決定する。 

※4 女子オープンのチャレンジリーグ、２部決定戦の結果、次年度の 2部～３部を決定する。 
 

9．会場設営 
・ 会場設営は、当日試合のあるチームで協力し、率先して行ってください。 
・ 最終試合のチーム及びオフィシャルのチームは撤収作業に協力し、最後に全チームでモップをかけてください。 
・ 試合の入れ替え時には、必ずベンチをきれいにしてから出てください（ごみ、飲み水をこぼしたあとなど）。 

 
10．その他注意事項 

・ メンバー表提出の際に当連盟の遵守事項確認書に必ず同意のサインをしていただきます。 
・ ごみは、必ず各自の責任で持って帰るようにしてください。 
・ ベンチを含むフロア内での飲食は禁止とします。ただし、蓋のできるペットボトルや水筒での水分補給に限り認めま

す。紙パックやカップなど、蓋があっても密閉のできない容器は禁止とします。 
・ ベンチ及びコートのあるフロア内での試合撮影は、危険防止の観点から禁止とします。観客席など、試合中の選

手、審判、ボールなどが及ばない場所から撮影してください。 
・ 試合会場での忘れもの等に関しては、当連盟では預かりません。忘れものは、各体育館の事務所に預けますので、

各自の責任で取りに行ってください。 
・ 試合会場での負傷に対しては、当連盟では救急車を呼ぶ程度の処置しかできませんので、ご承知おきください。 
・ 別途掲載の大会注意事項 【新型コロナウイルス対策編】も遵守願います。 

 
■各種の問い合わせ（代表）         メールアドレス:syakaijin@osakabasketball.jp 

大会プログラム・試合結果・緊急連絡事項等は連盟ホームページに掲載します。 
HP アドレス:http://osb.osakabasketball.jp/ 


